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基本理念

行動指針

１．環境負荷の低減と汚染の予防に努めるとともに、環境経営マネジメントシス

　　テムの継続的な改善を図ります。

　　①二酸化炭素排出量削減に努めます。

　　②電気、水道、燃料等の使用エネルギーの削減に取り組みます。

　　③廃棄物の排出抑制に努めます。

　　④社員のレベルアップをはかり、顧客満足度の向上に努めます。

２．持続可能な世界の実現に向け、SDGsに取り組むことで社会課題の解決を

　　推進します。

３．事業活動にかかわる関係法令を順守します。

４．この環境経営方針を環境経営マネジメントシステムに反映し、社員に周知

　　徹底させ環境経営意識の向上を図ります。

５．この環境経営方針は、一般にも公開します。

環　境　経　営　方　針

人にやさしい介護を目指すとともに、エコアクション２１の活動を通じて地球環境にやさしい介
護事業所の運営に積極的・継続的に取り組みます

㈱Ｍ＆Cコラボレイション

代表取締役　藤川　泰成

2023年1月4日制定　　　　

2



 組織の概要

◇取組の対象組織・活動

１） 事業者名および代表者名
事業者名 ：株式会社Ｍ＆Cコラボレイション
代表者名 ：藤川 泰成
創業    ：

２） 所在地
本社所在地： 〒731-0231 広島県広島市安佐北区⻲⼭1-17-16

３） 責任者および担当者連絡先
責任者  ：環境管理責任者 河野 順一
担当者  ：EA21事務局  河野 順一
連絡先  ：TEL          FAX082-819-3800 FAX 082-819-3801

E-Mail  jk-drk@dearrest.net

４） 事業内容
1.有料老人ホームの経営
2.特定施設入居者生活介護事業
3.介護予防特定施設入居者生活介護事業

５） 事業規模 （ 2022  年度）
資本金    ： 87 百万円
売上高    ： 350 百万円
従業員数  ： 60 人
敷地面積  ： 4227 ㎡

６） 事業年度
４月 〜 ３月

７） 認証・登録の対象範囲（全組織・全活動）
①対象事業者名 ：株式会社Ｍ＆Cコラボレイション
②対象事業所   ：本社・ケアホーム ディア・レスト可部
③対象活動    ：福祉業（有料老人ホームの運営）

８） 設備の内容
車両 ： 普通車両 4 台

2003年4月4日
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EA２１推進体制

※①・・・1号棟 ②・・・2号棟

【組織図および実施体制】
統括責任者
代表取締役
藤川 泰成

環境経営管理責任者
施設⻑

河野 順一
環境経営管理副責任者

統括主任

介護副主任 看護主任 生活相談員

推進担当者
中村 恵子 事務員

杉田 千恵

介護部門責任者① ② 看護部門責任者 事務部門責任者

二井 貴裕① 谷口 佳弘② 井上 幸恵 ⼭本 豊

所属（役職） 役割・責任・権限・使命

統括責任者 ・全体の統括管理

・EA21の構築・運用・維持に必要な資源の準備

・環境経営方針の制定

・システム全体の評価と見直し

環境経営管理責任者 ・EA21の要求事項に適合したシステムを構築し、維持管理する

副責任者 ・環境経営目標・環境経営活動計画の策定

・外部要求事項の受付　書類作成　責任者・副責任者の補佐
推進担当事務

事務部門責任者

各部門責任者

・使用エネルギー量（水・電気・ガス等）の管理

・使用車両の管理

・エコドライブの推進

・各部門の節電・節水・ペーパーレス化の推進ならびに職員への啓発

・環境経営目標および実施事項に対する問題点の是正処置の実施
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事業年度：4⽉〜3⽉ 

68,208 以下 63,138 -7.4% 218,607 以下 216,399 以下 216,399 以下
(1％) 〇 (1％) (2％) (3％)

123,367 以下 114,662 -7.1% 394,386 以下 390,403 以下 390,403 以下
(1％) 〇 (1％) (2％) (3％)

113 以下 125 10.8% 569 以下 564 以下 564 以下
(1％) × (1％) (2％) (3％)

2,252 以下 1,992 -11.6% 7,223 以下 7,150 以下 7,150 以下
(1％) 〇 (1％) (2％) (3％)

446 以下 645 44.8% 1,604 以下 1,588 以下 1,588 以下
(1％) × (1％) (2％) (3％)

1,851 以下 1,792 -3.2% 11,421 以下 11,305 以下 11,305 以下
(1％) 〇 (1％) (2％) (3％)

97.6以上 97.6以上 97.6以上 1

2 2 2月

※1 CO2排出係数は、2020年度(株)イーセル（調整後排出係数*）「0.496kg-CO2/kWh」を使用

※2 化学物質の使用なし

6 その他 地域貢献 回 2

3 水使用量の削減 ㎥ 11,536

97.6以上

職員の確保、人材育成 件
5

製品･サー
ビスに関
する事項

高稼働率の維持 ％ 97.6以上

1 二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2

1-1 電力使用量の削減 kWh

環境経営目標とその実績

環境目標 単位
基準年度

2022年度 2022年
1月〜3月

目標
2023年

1月〜3月
2023年度 2024年度 2025年度実績 評価

1-2 ＬＰＧ使用量の削減 kg 7,296

1141-2 ガソリン使用量の削減 L 575

2 2-1 産業廃棄物排出量の削減 kg 1,620

現状把握

2,275

450

68,897220,815

現状把握

1,870

398,370 124,613
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6 地域貢献

廃棄物排出量の削減

水使用量の削減

高稼働率の維持

職員の確保、人材育成

        環境目標とSDGsの関連付け

二酸化炭素排出量の削減

6



2022年度（試行期間）環境経営計画

1 エアコンの設定温度を決め実行

2 エアコンのフィルター掃除（共用部）

3 エアコンのフィルター掃除（各居室）

4 節電ステッカーを取り付け 励行する

1 エコドライブの推進

2 適切な給湯設備の利用

1 分別の徹底

2

1 節水ステッカーを取り付け 励行する

1 ＤＭの活用

2 ＳＮＳの活用
3 営業活動の推進
1 ＳＮＳの活用

2 サブスク研修動画の導入

1 地域の清掃活動への参加
2 地域との交流活動の推進

次年度（2023年度）の環境経営目標及び環境経営計画

 次年度の環境経営目標は、ｐ.5 環境経営目標とその実績 のとおり。

 次年度の環境経営計画は、上記の 2022年度（試行期間）環境経営計画の 取組項目・活動項目と同じ。

取組項目 活  動  項  目 評価結果

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電気使用量の
削減

エアコンは26〜27℃で設定を統一。共用部のエアコンのフィルター清掃は
3ヵ月に1回。各居室のエアコンのフィルター清掃は年2回。 節電ステッ
カーはつけておらず次年度に取り組む。

化石燃料使用
量の削減

4台のうち1台にアイドリングストップがついていたが、さらに1台同仕様の
ものに更新をした。お風呂に関しては未使用時に電源を切るようにしてい
る。

作成：2023年6月1日

代表者 環境管理責任者

引き続き取り組んでいる

水使用量の削減 できていないので次年度に取り組む

高稼働率の維持 5月からSNSの運用が業者を入れて本格的に開始。

産業廃棄物排出
量の削減

職員の確保
人材育成

5月からSNSの運用が業者を入れて本格的に開始。 4月からサブスクの研修
動画を導入し、紙の使用量の削減に繋がる。

地域貢献 自治会主催の清掃活動に参加。 今年度より地域の祭りが再開。
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６．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

　　環境関連法（廃棄物処理法、消防法等）の自己ﾁｪｯｸの結果、違反等はありませんでした。

　　関係当局より違反の指摘及び、利害関係者からの訴訟等も過去５年以上ありません。

７．代表者による全体評価と見直し・指示

試行期間内に社内への浸透を徹底することができず、今後は周知方法などを
工夫して全社員で環境経営目標達成に向けて取り組めるようにします。
それとは別に2月に新型コロナウイルスのクラスターが発生したことにより業種上
入居者と職員を守るため、また、行政の指示により、廃棄物などもかさみ、居室で過ごされる人も多く、
光熱費も増大し環境目標を達成できないこともありました。
4月以降で取り組めたこととしては、省エネ車両への更新、SNSを活用のスタート、
サブスクの研修動画をスタートしました。
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